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は し がき

九州大学熱帯医学研究会が、西表島西部に、研究、診療のために出かけた

のは、今回で４回目であるｏ今回は、今までの調査でわかった健康上の問題

点の左かで、いまだに改善されていたい問題に重点をおいて研究が行宏われ

たｏ台風のために予定通りに行動することが出来ず、成果が気使われたが、

会員の努力でほぼ所期の研究目的を達することができたようである。

この報告瀞はその成果をまとめたものであるｏ関係各位の御批判をうける

とともに、その内容を沖細眼民の健康のために働いておられる多くの方々に

活用して頂きたいｏ

をお、本報告書には、現地の方女の個人の健康情報はほとんど記載されて

いないｏ個人個人の調査結果は、例年のごとく、専門的表検討をくわえた上

で、御本人にお知らせするとともに、現地の保健婦さんが保管しておられる

健康台1帳にくわしく記入され、日常の健康管理に利用していただいているこ

とを附言しておき篭すｏ

倉Ｉ臆匡徳

－３



第７回沖細学術調査診療団のねらい

ぐまじめに＞

１９６５年，九州大学医学部熱帯医学研究

会が発足し，翌６６年から毎年沖側，八重山

地区へ学術洲迩診旅団を送り，今回才７回を

迎えた。竹富町西表西部地区へは６９年以来

，オ４回目の派逝であるｏ

私共は，過去３回の西表西部地区での調査

診縦活勤では，をず医療にめぐまれない地域

であるという視点から，－殻住民検診を主体

とし，並行して，との地域のもっている医学

上たらびに医縦上の問題点の発.I,!』につとめて

きた。そして，次の諸点に注目して，活動を

行たった。

１，当地区における健康管理体制の確立（特

に，住民．在来医恢機関，医縦行政組縦の宥

機的結合から救胤医療友らぴに慢性疾服の菅

達体制の確立をめざして）

２．地域の栄謹的問題点

３．寄生虫洲強

４．貧血

５．肝鍾大

６．循雲器疾患

ス鯛科学的間脳点，特にウ鯛について

８．学童の倣生状況談遊

Ｒ乳児死亡の脚査

10．Ａｕ抗原の疫学的調査

以上の点について，過去５年の洲迩結果を

検討し，今回の活励方針を決定した。

＜今回の談壁診疲活動のねらい＞

西表酋部地区はI)U述の｡'二うに，地域医錐体

副団長吉村健浦

総勝古野純典

(九大．医．公衛）

(九大Ｍ３）

伽としての問地点と，医拳上の問廻点をもつ

ことがわかったが，この中で，(1)現在私共の
手で実行可能なこと，そして，そのことを爽

施することが，(2)その地区住民の健康問題に
直接寄与できると期待しうるものという２つ

の条件を基礎にして，今回の診療洲迩舌動を

行なうことにした。

その結果，今回の目標を次の５点にしぼっ

たＣ

ｌ，貧血に関するiiMi査

とれ詣での洲迩に｡上り，若年婦人および経

産婦に貧血が多く認められ，その貧血は鉄欠

乏I生貧血と考えられた。そとで，今回はョ血

清鉄を測定し，鉄欠乏住貧血であるか否かを

Wi蝿し，さらに，前年に貧血と診断されたも

のについて，鉄剤の経口投与を竹左い，その

効果をみる。そして効果があると考えられる

たら，地域住民全員への鉄剤投与等対策を試

みた1A。

２．瀞生虫に関する澗査

寄生虫，特に鈎虫の虫卵保宥塞が高いこと

が認められたので，今回，再度検便を行ない

ロ紙培掻法に‘上り，その鈎虫がズビニ釣虫か

アメリカ釣虫かを判定する。そして，虫卵陽

性者には，駆虫剤の投与を行たう。

５．Ａｕ抗原の疫学的誇査

との地区のＡｕ抗原陽性者は，内地の一般

住民に比べ，術翠で過為ととが判リルた。そ

こで，今回：特に，賜陛者家族について，追

跡調査を行ない，家族集積性の問題を詣査す

－４－



る。

診療活動については，次の点を申し合わせ

た。

１）一般住民健康診断

過去３年間，積極的に行なってきた一般住

民検診は今回は行なわない。その理由は，こ

れ茜での検診において，ほぼ各自の健康状態

を把握できたと考えられるので，過去に異常

を帽摘した住民についてのみ，澱極的に呼出

しを行ない，経過を観察し，適切な指示を与

えるととの方が，限られた団の能力ではより

効果的であると考えたことと，過去異常を指

摘されずに，元気に伽いている住民は，年を

追うに従い，急激に受診しなくなっていあと

いうことの２点である。ただし，受診を希望

す為ものについては，今玄で通り検診を行な

う。

２）過去の検診で異常を指摘した患者，異

常を有した者は積極的に呼出し胃その後の経

過を観察する。

ただし，治旅は，敢小限にとどめる。これ

は，慢性疾患等に対して，短期間しか滞在で

きたい私共が，将来観察していくという保障

も友く，当座だけの治療投薬を行たうととは

，旭者素らびに，その疾病の継過に閲して，

悪影響を及ぼすととの方が多いためである。

この対策として，精査および観察を必要とす

為者，治療を必要とする者については，公衆

術生新護婦八重山病院，もしくは主治医に

報告することとした。

５）救急患者について

洲在中？来診した救急悲者は，当然ながら

私共の手で，十分な処世を行ない，必要に応

じて，八重山病院その他へ輸送する。

４）貧血，寄生虫卵陽l生者について

－５－

これらの忠者は，一般仙康診断を行なうと

同時に，それぞれに応じて，必要戒検査を行

をうｏ

以上の方針に従がい，団長以下医師５名，

術生検鉦技師１名，着恕婦２名，学生１名の

繕成で，今日の湖査診療活動を行なうことと

した。

＜現地での活1m＞

前肥の団柵成で出発したが，不幸にして，

先発厳を除き，本隊１１名に，台風７号にみ

まわれ，鹿児島から福岡へ引き返すという事

態がおとった。このため，当初の計画に一部

変更を余儀たくされたが，当時既に現地に到

着していた医師１名，衛生検査技師１名学

生４名の千で，活動が開始された。

活励‘緋成

主催九州大学医学部熱帯医学研究会

後援九州大学医学部同窓会同沖繕支部
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診療

今夏の診疲活動は，前能伺瀞７回沖細学術

調査診疲団Ｄねらい_lの中で述べたように，

これ蚕での－殻住民検診を行なうという方針

から，過去のW睡診縦活動を通じて決めた５

つの目標（１，貧血２.寄生虫，５，Ａｕ抗原）

に最も効果的な診療体制を組むという方向へ

娠換された。

ただし，台風７号のため，予定通りの診縦

体制を魁〈ととができずに，診縦期間の前半

を吉村が，後半を福添が担当せざるを得なく

なったことは残念であったが基本的には，当

初の計面を遮成し得たものと考える。

以下，今回の診振結果の概要を述べる。な

お，各調査に関しては，それぞれの担当者の

報告を参照されたlﾊ。

私共は，龍ず馴帥に，過去３年間の診疲お

よび諸険迩肥録から，今回の診疲目的に沿う

対象者を選び出した。すなわち，貧血の調査

に対し’２０名，Ａ嚇原の検盃のために５６

名を選び，該当者にそれぞれ，連絡をした。

さらに，昨年室での診療により，僻に慢性疾

患をもっていて》塵床経過を診ておいた方が

｡kいと考えられる者２１名を抜き出し，同禄

に辿絡した。結局，４f前に私共が診療を予定

していたのは最小限，との９５名である。

（表１）

この中で，実際にどれ位来診者があったか

を示しているのが表２である｡表１と対比し

てみると，賛皿は２０名中２０名１００弱，

受診しているが，Ａｕ抗原の対象者４５鉛，

官埋の必袈を認めた者は５３必にとど室った。

報 告

副団長吉村健洲（九大・公術）

医師櫛重淳一郎（九大．小児科）

この他，検診に肋れた者，外科的疾‘似，た

んらかの症状を訴えて来診した者の数は表２

に示した通りである。

以上の如く，７ノ｣２２日から８月１日

古で１１日間に１３９名の診疲を行なった。

表ろに診療結果をまとめた。今日は特定の

疾患を有する者には，特に来診するよう遠絡

してあるため，住民全体の疾病構造報につい

てはｊもちろん言及できない。

敢えて，診療を辿じて気付いた点をあげれ

ば，島外者の受診がこれ含でに比し多かった

ことと，外協を含め，急患として網淀した者

が目立ったことである。

表お，小児の患者で，即時入院の必要を認

めたため，ヘリコプターによる患者輸送を依

噸したが，敏速に肌者輸送が竹次われ，との

システムが十分活用しうることを知った。し

かし，悪天候や，夜間というようなヘリコブ

ノーの出1肋が不可能な場合の救急医縦対策と

いうのも考慮されるべきであると考える。

また，昨年同橡，今後，彼111のああ医縦機

関にて精迂を受けることが必要であると考え

られる朋者や，今彼医師の腎理下でその疾病

の治療，経過を追うことが必嬰と思われる患

者は，昨年同様，八正山保他所西表西部出張

所，公衆術生看護蛾山誠ヒロ子氏に辿絡を

行左い，私共が帰った後，放雌されるととの

ないようにした。その疾病の内容を，我４に

示し7面

端後に，今回の現地での診療鏑査活動に協

力をいただいた。地域住烏の方々ｊ山城ヒロ

－６－



※以外は合併している者でも別女に計算

してある。

子氏，竹富町役場，八重山保健流八重山摘

院の各位に感謝する。

表－１，対象者

表－３診療内訳（対象者・非対象者）

貧 血２４名

神経術，鵬I『，筋揃，関節州１９

外傷等により外科的処置を行なったもの

１８

高 血圧１８

眼科疾似８〃

皮フ疾患７〃

胃腸炎４〃

不整脈４〃

瑞息３〃

肝腫大２〃

感冒２〃

その他９〃

※異常所見の無い者４０〃

＊“抗原対象者各１名含む

表－２来診者

－

口

－７－

茨－４柵査，’W理の必婆左者

＊Ａｕ抗原制錨対象者を各向１名ずつ含む
表１の対象者に対す為受診者の割合例

内訳

瑞息

高血圧

不陥脈

てんかん（疑）

肥満症

肺炎

結膜炎

白色尿

ハブ血清使用

関節術

その他生活指導

計

人数

名ろ
７
５
１
２
１
１
１
１
１
１

５ ２ 塙

内訳

貧血調通

Ａｕ抗原調査

符理の必妥を者

眼疾患

高血圧

‘糖尿病

皮フ疾患
その他

計

人数

２０＊

５６

２１＊

６

２

２

２

９

９５名

計

4９

《52）

計
如

内
択

＊

貧
血
謹
迩
加

幽
抗
原
洲
強
”＊

管
理
の
必
嬰
な
者
７

(53）（43）（1000

内
訳健

診
旧

外
筋
、
虫
さ
さ
れ
帖

愁
脈
の
あ
る
者
記

対
象
者

受
診
率
例

非
対
象
者



西表,島租納地区に於ける寄生虫侵淫状況と
尿尿処理についての実態調査

はじめに

八虹山郡烏は九州の南端から台湾に至る琉

球列島の最南端に位置する。大小１９の島を

｡ｋりたり．亜熱帯性気候に属し，人口は合わ

せて５万余の島禽である。年間を通じて高温

多湿であるため寄生虫の蔓延に適している。

しかしながら八立山郡島における腸管内寄生

虫の鯛匿はきわめて少表く，戦前には吉野（

'１９５２，ａ，ｂ），緋1瓦（１９３８），吉

野（１９４０），（１９４１），大浜（１

９４０，１９４１ａ，ｂ），西郷（１９４１

）等の報告があるにすぎず，戦後もこの類の

報告はきわめて少たく特に西表島についての

詳しい搬告は殆んどみられたかったが，川島

，多田は１９６２年の夏に西表島東部の古見

，大原，大宙の４部落について蕊便検査を実

施して報告した（川島，多田，１９６３）。

次いで翌１９６５年には，宮原．多田に

よる西表島西部および鳩間島の鯛査が行をわ

れている。又同地区での鍵虫だけの浸淫状況

調査が同じ寓原，多田に.とって行なわれてい

る（多田，宮原，１９６８）』今回，九州大

学医学部熱帯医学研究会沖縄学術謁査診療団

の活動の－蕊として，１９７０年，１９７１

年に‘|続き，西淡勘租納の一般住民について

腸管寄生煽虫類のW確と，尿尿処理について

の捜学洲迩を実施したのでその成績を報告す

る。

－８－

Ｍ３吉利用和
Ｍ２松井敏幸

命 寓蕊
見明俊治

１，訳i査地区の概況

我女が調恋を行なった租納地区は西表島最

古の部落であり，八重山群島の政治，経済の

中心である石垣市から船で４時間の所にある

。部落は磯岩層の上にあり，全島を覆ってい

る原生林は部落の東側に迫っていて水田で境

をされている。部落の北と南は海岸となり水

田はたいが，西側が高台とたって住居があり

畑に囲まれていろ。飲水は簡易水逝で誰か左

われており，下水洲がある。住民のほとんど

が農業に従虫しているが,粗納は西表励西部

の中心でもあるので公務員，サービス業従事

者も少なくない。気候は暖流黒潮の影聯で海

洋此の特徴を有して:胸､少，年間泊津水１Ｍ２５

．１℃平均気温２３．５℃，簸低気温９．６

℃，湿度８１％であり，年間降水量は２５０

０ｍｍ以下で，雨戯，気慨ともに典型的亜熱

帯海洋性気候である。

Ⅱ，鯛査日時，場所，方法

１９７２年７月２２日より８月２日誉での

間租納住民１１６名の糞便の検迩を行った。

住民には区長をとおして，又字菰には学校の

先生に頼んで，小型のプラスチック製便容器

を配付しそれに指頭大の誕匝を提出させ：

排便当日ないし翌日に，セロファン厚刷迩沫

法で定住的に観察した。同時に炉紙培蕊法を

竹左い，仔虫の検定は大学に持ち州って行っ

た、



ｌ
２
ｎ

Ⅲ，調査の目的

１９７０年，１９７．１年の鯛査結果を検討

した結果，回虫，鞭虫の虫卵陽性率は低下の

傾向がみられるが，鈎虫にはみられたい事が

わかった。

今回の調査は他の虫卵に比べて高い陽性率

を示す鈎虫の原画を探り，改善への手がかり

をさがす筆にある。その為，次のような事を

念頭に入れて洲査したｂ

ａ，鈎虫の種類の鑑別

ｂ，寄生虫の蔓延に適してい為生活衰塊の調

査ろ

ｃ，寄生虫に対する衛生知識の普及

Ⅳ，調査成紙の概算

虫卵保有者は１１２名中１３名（１１．６妬

）と高率を示している。検出された寄生虫の

種類は少なく，伽かに５祇類で，鈎虫１１名

（９．８％），鞭虫１名（０．９筋），回虫１名

（０．９筋）であった。虫卵保有者は戦前の吉

野ら（１９４０）の８４６妬，湯本ら（１９

３８）の６１．９筋，西諜島南海炭砿に於け為

慮ら（１９４１）の５８．５冊，租納での宮原

ら（１９６４）の６１．５筋等に比較して著し

く低下している。熱研の１９７０年の３６弱

，１９７１年の３４筋と比較しても著しい減

少を示していあ。鈎虫保有率では１９７０年

の２０妬，１９７１年の２２冊に対して今年

は9.8筋と半減している。回虫保有率では宮

原ｂの３０．８%，熱研（１９７０）８．３妬，

１９７１年0.7％，１９７２年0.9筋と藷し

い減少を示しているが，昨年との差はみられ

たい。鞭虫保右率では宮原ら１５．５冊，熱研

（１９７０）１０〃，（１９７１）１１冊に

対して（１９７２）０．９筋と著しい減少を示

している。これらのことかつ，租納部落の寄

１
１
２

調査成績

生虫浸淫状況は，１９６４年から１９７０年

の７年間に明らかに低下してきており：１９

７０年かｂ１９７１年は著明な変化はみられ

ないが，１９７２年になると，鈎虫，鞭虫共

に減少を示している馴がわかる。

表－１西表島の「腸管内寄生虫」

－９－

６
９

熱
研
（
１
９
７
２
）

／一、

９

８

，２，

１（
０
，
９
⑳

１（
０
，
９
色

／ー、

１

１

，２，

熱
研
（
１
９
７
１
）

１
４
０

つ
２
，
０
色

へ．１
０
，

７

２，

（
：
‐
、
４
色

４
５

（
５
２
，
１
鋪
し

熱
研
（
１
９
７
０
）

２
４（

２
０
，
０
色

/-、１

８

５

，２，

Ｔ
Ｏ
、
０
色

４
３

寺
６
，
０
必

宮
原
ら
（
１
９
６
４
）
一

Ｔ
５
，
５
色

（
３
０
，
８
色

６
（
１
Ｆ
。
、
３
色

Ｔ２
１４
，

５

､2，

吉
野
ら
（
１
９
４
０
）

１
２
３
名

５
８
名

今
０
，
９
色

串
哩
学
７
必

Ｏ
／
ｎ
Ｕ
》
ね

（
７
３
，
２
色

斜
翠
５
＆

報
告
者

検
査
人
員

鈎
虫

回
虫

鞭
虫

保
有
者
数



可

α

■

■

Ｖ，鈎虫の鑑別

棚迩地区での生活醗境の向上は藩明である

に拘らず，鈎虫卵保宥率が未だ顕若友低下を

示さず比較的高率であるのは，雲境衛生の問

題だけではなく駆虫の成果にも一因があぉの

ではないかと考え，今回の訓癒で，鈎虫の祁

類の鑑別を行った。最初，Ｆ便法で成虫を調

べる予定であったが，台風の為，器材の到着

が通れたので，涙紙培装法にJ:って培蕊した

仔虫を観察して，鑑別した。医擬短大の宮原

先生の御謁力を得て，鑑別した結果，陽性と

でた７.倹体すべてがＮｅｃａ芯ｏｒＡＩｎｅｒ－

ｉｏａｎＵＢの仔虫であった。一般に，駆虫薬

の莱理作用に於いては，アルコパールＰはズ

ピニ型に，オーミンはアメリカ型に効く事が

知られている。１９７０年の調査の際寄生虫

卵陽性者にはブルコパールＰの投与を行ない

，１９７１年度の腸|生者にはオーミンの投与

を行なっている。１９７１年と１９７２年の

鈎虫卵陽性率を比較してブ９７２年に急激な

減少がおとっているが，その－因としてオー

ミンの効果が，租納地区に浸淫している鈎虫

はアメリカ型でああととから，‐|分に考えら

れ為。

Ⅵ，鈎虫卵賜i生率について

蕊便検査は，セロファン厚層塗沫法と炉紙

培装法で行たった。器材の遅延の関係で，セ

ロファン厚層塗沫は６５検体しか行えたかっ

たが，その成紙を表－２に示すもセロファン

厚鳩塗沫で陽性で炉紙培養法で陰性といった

一方だけ陽性を示す侠体が，４検体あるが，

これは，塗沫瞳の不足，仔虫の死餓，密封状

態が不完全といった原因が考えられる。年令

別にエる虫，鵬|生率をみてみると，学童期

までの１５オ以下が５名（ろ.６妬），２０オ

ｉ

角
。

２Ｚ

１
Ｆ
■
■
■

戸
§

ｉ７ Ｉ

１'１ １

以上が８名（１５．８冊）である。学菰の陽性

蕊が低い鞭は，衛生知識の教育効果や磁染の

椴会力濃作業に従事している成人より少ない

ためであろう。

表－２鈎虫検査成縦
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尚，塗沫蓋便最が少なく，乾燥しきって
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ｉ ２

ﾛ

１

２

その他

玄だくみ取っていたい家

ハ，穴の深さ戸数兜

二，肥料としての使用陵

ｉ ２

斜
１ 陽

Ⅶ，尿尿処理に関する疫学澗査

虫卵保有錨が低下したい－因として，尿尿

処理が壌境衛生に影響を与えているのでは左

いかと，疑問をもった我禽は，８月２日よク

，新たに参加したＭ２の搬君を中心に，荊ijw，

地区の尿尿処理に関する蝿査を行った。調査

方式は‘あらかじめ用意したアンケート用紙

をもって，各家庭を戸別訪問し，問答式で行

った｡租細也区は，５７戸数であるがそのう

ち４５戸徴を訪問し調磁した。尿尿処理方式

は,総て一定期間を経てくみ取り穴に埋める

埋没法であった。

イ，埋める場所

ごみ捨て蝋

１

陽

海津の防波堤の所にあり』３ケ所ある。

尿尿の一部を肥料として鶏蕊等と併用して

いる家庭が６戸（１３妬）あった。

ロ，くみ取り期間

４

－１１－

その他：公務員，サービス業従躯者

ホ，考察

西表島は，亜熱帯涛洋住気候に塵している

ので，尿尿が虫卵が死滅する熟成状態になる

のはろケノ1.12L'二を必典とすゐ。５ケ月米澗の

占める割合は，上記の表かりわかる生うに４

９弱である。以上により，埋没されている尿

尿の約半分が不熟成性であり，虫卵が死滅し

化学肥料

一部人縫

全部人灘
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ていない甑がわかる。又土壊は陳岩層である

ため，土壌に埋めた不熟成の尿尿の中に生息

している虫卵が地下水に浸潤したり’地表へ

浸透する危険I生溌かなりあると忠われる。

｢沖縄県八重山群西表西部に於ける

貧血に関する調査’

ｏはじめに

九大熱医研による過去４回（'６７，′６８，

'６９,'７１）の調査に裳b西表地区に貧血が

多くみられることが明らかにされた。詳しい

弧碓は′６９年になされ・それによるとその貧

血は低色素注小赤血球性貧血であり，おそら

く鉄欠乏|生貧血であろうとされ，その原因も

低栄饗或いは鈎虫によるものであろうとされ

た。さらに'71年鯛査によると,健康診断を

受けたもののうち，Ｈｂ調１．９'｝/tJ8以下の

ものは２５０例中７９例（３１６％），更に

そのうち強度のもの（麺10.0郷'以下）が

１８例（ズ2冊）も存在していた。それも特

に中年の女性に多くみられ，頻回の妊娠によ

るものが強く考えられる襲うになった。

今回の澗迩ではさらにその貧血状態を詳し

くルドリル，両表地区住民の仙朕改笹に少しで

も役立つことを願い，訳透対象者を租納地区

にしぼり，血#I絵渋検査に血清鉄の測定を加

え，さらに鉄剤を投与しそれに対する反応性

をみてみた。

○鯛査の対象者

西表島面部租納地区住民のうち，年令が2０

－１２－

１９７２年

谷口徹（Ｍ４）

守田文子（５内検査室）

丈責：岡村健（Ｍ３）
オ以上60オ未消で１９７１年訓査結果に基づ

き，女性：Ｈｂ値１２．０易/61‘未満のもの16名

男性：動値１鼠0段/fJ8未瀧のもの５名

計２１名。

Ｏ脚五の目的

’裁血がどの程度改善しているかを検肘す

ること。

２.鉄欠乏性貧血であるかどうかを確めると

と。

３.今後の治旅方針１１１泣のため鉄剤に対すぁ

反応性の有無を洲くること。

４.貧血の原因を検討すること。

○結果及び考察

１.貧血の改磐について

表１からわかるように貧血者はＨｂについ

てみた場合：数字の上では男女共に臆ぼ半減

していゐといえろ。しかし表５ではＨｂ,ＲＢ

Ｃ数から正常とされるものは６名で残り１５

名は貧血と診断される。それで少なくとも約

３３筋の人が昨年の治旅により改瞥したこと

がわか為。さらに表２をみると，上から５‘4.

5.番目の症例については昨年のIIMj迩ではＨｂ

が１０．０Ｊ4/a坐ｕ二になっており，強腔の誉血



が改稗してきていゐととがわか為。しかし，

平均赤血球血色素磯度（班ＣＨＯ）をみると昨

年に比べ大した変化はみられず，依然不飽和

性であり，返附赤血球に比べて血色素濃度が

低いということがわかる。

２．鉄欠乏性貧血であるか否かについて

表2よりＭｏＨＯが低く，表5.より血瀞鉄

が全般的に低い値を示してい為ととから，鉄

欠乏性貧血であることは間迷いたい。しかし

表3.よりｃエで低色素性小赤血球性といえる

のは５名しかいたい。あとは正色素注正赤血

球性貧血が４名，正色素性大赤血球性貧血が

８名である。正色素陸正球住貧血については

おそらく，炎症，関節リウマチ，鯵原病，出

血（月経，価，概鰯，鈎虫など）などに.k為

二次性の貧血と考えられる。正色素性大球性

貧血については，ビタミン類，中でもビタミ

ンＢ１２の不足により細胞分裂に必要なＤＮＡ

量を充分に合成できずに赤血球が大きくなっ

たと考えられる。従って鉄のみの欠乏ではな

くピﾀﾐﾝ類の不足も同時に存在すると諸えら

れ，鉄欠乏の懲味も含めて栄饗住貧血とした

方が妥当であろうつ

5．鉄剤に対する反応

ふつう網赤血球分利は鉄剤投与（経口）後

５～７日でピークに達しその後Hb値の上昇

をみるとされている。表4.は鉄剤投与後５日

目のＨｂと網赤血球数を調べたもので，女眺

は１６渦中８譜，男|生は５名'|,'２縞が反応し

たといえる。独り１１名中７名は麺値のみ

が上昇しており，４名は全く変化がみられた

い。Ｈｂ値のみが上昇したものについては砿

かたことはわから左いが，５日帥に分利がお

とったのかもしれたい。又変化のなかった４

稿中１名は鉄剤を服用しなかったためであり

他の３名については梢化吸収陳智，出血に.1：

る生体の需典昭人，感染症，猫，関節リウマ

チ，甲状腺磯能低下症，無トランスフエリン

血症などが考えられる。又或いはビタミンＢ

１２，葉酸などの不足が同時に存在するため

鉄のみには反応しにくいことも考えられる。

4．貧血の原因について

中年婦人に特に多いということで，戒ず妊

娠とのINJ係についてみてみる。談5.は妊娠回

数とＨｂ値との関係をプロットしたものであ

るが，これでは何とたく逆相関がありそうな

感じもするが，統計学的には相関がたいこと

を否定できた峰

寄生虫，特に鈎虫については今回の寄生虫

洲迩でもわかるように虫卵陽性者はかなり

減少しており，貧血澗査の対象者２１名中1Ｃ

名に虫卵秒遜を行ったが，陽性者は２名であ

った。

ことで再び表ろのＨｂと血清鉄についてみ

てみるとＨｂ値が正常であっても血清鉄が低

く，鉄の貯脳が乏しく，何かの勝因で貧皿に

陥りやすい状態にあるものが讃だとの他にも

多数存在するであろうということがいえる。

今回の調迩で貧血とされてものは１５名で

あるが，その中で８名が銭ビタミンＢ１２

などの不足による栄装住貧血である。次に４

名が二次住の貧血である。

以上､ｋりとの地域の貧皿の原因で王に譜え

られるのは，鉄やビノミンＢ１２などの栄誕|生

のものと，出血や関節リウマチなどによる二

次性のものである。出皿については,月経，

武蛎，鈎虫，畑，痔をどがあり，これに対し

ては，鯉の潜皿反応やその他の検狂を行う必

要があろう。

－１ ３－



ｏまとめ

(')強度の貧血に対してはかなりの改善がみら

れる。叉２１名中６名が正常になっており，

昨年の治療効果がみられ為。しかし赤血球の

血色素はいぜんとして不飽和性である。

(2)鉄欠乏性の貧血であることは間違いたいが

原因によって分類してみると栄養性貧血と二

次性貧血が殆んどである。

(3)鉄剤に対しては，女性１６名中８名，男性

５名中２名計２１名中１０名が反応を示したｃ

(4)貧血の原因としては，鉄やビタミンＢ１２不

足などによる栄養住貧血と７出血や関節リウ

マチ，ｓｊｂｍ求どによる二次性貧血が主に考

えられぁが妊娠との関係については，はっき

りしたことはわからないが否定はでき左い。

また血澗鉄が低く，鉄の貯蔵量が乏しいた

め,何かの勝因，例えば炎症，出血，妊娠など

によって貧血に陥りやすい状態にあるものが

正常者の中にもかなり存在すると思われる。

○おわりに

栄燕性貧血に対しては鉄剤だけで宏くビタ

ミンＢｉ２，葉酸なども同時に投与することが

必要であろう。二次性のものに対しては原因

とたっていぁ疾蝋を調べそれに対する治縦が

富ず必要であろう。との地域でとくに問題な

のは鉄貯蔵量やビタミン類が少ないことで，

これに対しては食生活を改善してゆかねばな

らないだろうが，そのためには生活レベルの

向上が前提と瀧為。それにはやはり行政的液

面での政策や援助が望室れる。
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2.1~鉄代謝の臨床一貧皿の診断と治療一Ｊ

日本臨床１９巻２号ｓ５６年

－１４－

5.|~臨床血被劉小宮悦造南山堂ｓ３６年

4.「臨床血液判長谷川捕人，日野志郎

医学書院ｓ４１年

5.「NumnIONAｴ,A皿M[AS」ＷｍｴｐＩ理､[皿

Ｃ眼“N工ZAm[ONIECInWmA［ＪＲ”C正江Ｓ頭、Ｓ

ＮＯ,５０３１９７２

表－１租納地区に於ける貧血者数

１９７１年 １９７２年

男(13.0郷４未満） 5(16” ’

女(120〃） １６(42ｼ’ ９

計 21(5” １１

(年令：２０～６０オ）



(表－２）

１９７１年調壷 １９７２年語査
Ｎａｍｅ

、、Ｍ

Ｍ･Ｍ

Ｕ･Ｎ

ＴＭ

Ｒ、Ⅳ

Ｔ・Ｓ

田．Ⅳ

Ｘ、Ｓ

Ｈ･Ｘ

Ｔ、０

Ｔ･Ｔ

Ｈ、０

Ｓ，エ

Ｈ･Ｎ

Ｓ・Ｍ

Ｙ･Ｋ

平 均

ＴＭ
●

Ｓ、０

Ｂ，Ｍ

Ｙ班

Ｓ･Ｋ

平均

Ａｇｅ

２５

３５

３７

３８

５９

４０

４２

４５

４４

４５

４５

４６

４６

５２

５３

５３

４８

５２

５８

５１

４５

Ｓｅｘ

動(；”‘）

Ⅱ １０．５

Ⅳ １１．８

面 １１．２

面 8.4

刀 ス５

刀 ２１

刀 １１．８

刀 １１．４

卸 １０．５

刀 １１．１

刀 計１１．０

、 １１．７

面 １０．５

面 １１．８

面 １１．４

刀 １１．２

１１．５

Ｍ １２３

Ｍ １２．６

里 １２０

Ｍ １１．１

Ｍ １２．８

１２．２

塗 例 ＭＯＨＯ IIb ＨＥ

１１．４ ３６，５

５６ ５２．８ １２．６ ３２０

３５ ５１．７ １１．６ ３６．０

２７ ５１．１ １０．０ ５３．０

３４ ２２．０ １０．３ ３１．０

５６ ２５．２ １２．０ ３２０

５３．５ ３５．２ １１．４ ５２．０

５５ ５２．６ １１．２ ５７r8爵

２２ ４６．８ １５．５ ４５．０

５６ ３０．８ １２．４ ４０．０

３５ ５１．４ １０．８ ５５．０

５４ ５４．４ １４．５ ４５.Ｕ

１１．０ ３３．０

５６．５ ３２．４ １２．５ ４５．０

５５ ５２．６ １１．．１５ ５８．０

３５ ３１，７ １３．２ ３６．０

５５．５ ５２．２ １１．８ ５ス５

３５ ５５．２ １２９ ３２０

３８ ５５．２ １４．４ ４４．０

３５ ５６．４ １４．２ ４５．０

３５ ５．１．７ １１．６ ３Z０

５６ ３６．６ １３．０ ４６．０

５５．４ ３４．６ １５． ４２．２

＊ⅢCＨＯ（ＭｅａｎＯｏｒｐｕＢｃワユａｒＨｅｍｏｇユｏｂユエｌＯｏｎｃｅｎもｒａｔユｏｎ）

正常値:32~３６＝器×'00例平均赤血球血色素濃度

－１５－

ＭＯＨＣ＊

３１２

５２．５

５２．２

５０．５

３３．２

３０．８

３５．６

３０．５

３０．０

５１．０

５０．９

５１．８

３３．４

２ス８

２２４

５６．７

３１．６

５５．１

５２．７

５１．６

５１．４

２８．３

３１．４



J〃

淡一３

C0ｺＯｒ
ｍａｅＸ

〃

zＪ

〃

〃

〃ノ

Jｚノ

〃

j〃

〃

〃

zｊ

〃'

錫タ

〃’

ＣＯユｏｒエｎｄｅｘ正常値：0.9～1.1

Ｍ０V(ＭｅａｎＯｏｒｐｕｓｃｕﾕａｒＶｏユume）平均赤血球容祇正附値：８５～95座３

蝿柵…(童,側鰯：
辿ＯＨＯ(ＭｅａｎＯｏｒｐｕｓｃｕﾕａｒＨｅ型ｏｇﾕｏｂｊＬｎＣｏｎｃｅｎ℃ｒ巳層ユｏ且)平均赤皿球

正附値：３２～3６血色素挫腫

－１６－

Ⅲａｍｅ

T･Ｍ

Ｍ‘Ｍ

Ｕ・Ｎ

配.班

Ｒ･Ｎ

Ｔ,日

田.Ⅲ

ｒ,Ｓ

Ｈ､ｒ

ＴＯ
ａ

ＴＴ

ＨＯ

Ｓ･エ

ＨＮ

ＳＭ

Ｙ,Ｋ

平均

面.亜

ｓ ｏ

E１．Ｍ

ｒＭ
●

ＳＫ

平均

Ａｇａ

２３

３５

５７

３８

５９

４０

４２

４３

4４

４５

4５

4６

４６

５２

5５

５３

４８

５２

５８

５１

４３

Ｓｅ童

刀

〃

〃

班

､伽，
1１．４

1２．６

1１．６

1０．０

1０．３

1２．０

1１．４

１１．２

１５５

１２４

１０．８

1４．５

１１．０

１２５

１１．２

１３．２

１１．８

1２．９

1４．４

'１４．２

１１．６

1３．０

1３．５

ＲＢ

(×１息）
3４０

４６７

3８７

3９６

3６８

3８５

４２０

5８０

５７０

４０９

３４７

４６７

３６５

４０５

４４５

４０１

３９７

５９５

４１４

４２０

４４８

４４０

4２３

動例

36.5

3２０

3６．０

５３．０

31.0

5２０

５２．０

3ス０

４５．０

４０．０

３５．０

４５．０

５３．０

４５．０

３８．０

３６．０

３ス５

５２０

４４．０

4５．０

３７１０

4６．０

4２２

1.1

O‘８４

0．９４

0．７９

0．８８

0．９８

0．８５

0．９２

1.1

０９５

0．９７

0．９６

0．９５

0．９７

0．７８

1.0

０９４

1.0

1.1

1.1

０．８１

0．９２

0．９８

W震）
１０７

8４

９５

８５

８４

１０２

７６

９７

１２１

９８

１０１

９６

９１

１１２

８５

９０

9５

９９

１０６

１０７

８５

１０４

１００

血瀞鉄

４８

７６

１１１

４４

６２

４４

５６

９２

４４

８０

３４

４４

５０

４９

５４

５６

５７

８８

5６

4６

1９

９２

６０

分類

脹色挫大球性

正ｉｉｉ

正色性正玖I生

低色性'1,球性

iE色眺正球性

正色性大jNiR住

正色性小球l生

正色性大球性

正色性大球性

正榊

正色性大球性

掛
川

一
ト
ー

正色性正球匙

iF色性大球性

低色性正球性

正 淵

正色性大球性

止計
一

正計

低色性小球住

正色挫大球住

班ＣＨＣ

３１．２

5２５

3２．２

３０．３

、５３２

5０．８

3５．６

３０．３

3０．０

31‘０

3０．９

31.8

35.４

２Ｚ８

２１４

3６．７

３１．６

３３．１

３２．７

５１．６

３１．４

２８．３

５１．４



J〃

jZj

COﾕｏｒ

Tnri白亜

〃

〃

〃

〃

〃'

必’

〃

ＴⅢ

袈一３

〃』

IE色性大球性

低色|生正球性｣〃

J〃

〃。

d〃

ＣＯユｏｒエｎｄｅＸ正常値：0.9～1.1

Ｍ０Ｖ(班ｅａｎＣｏｒＰＵｏｃｕﾕａｒＶｏユＵｍｏ）平均赤血球容俄正常値：８５～95浬３

"瀞鱗躯篇値(郷純削鰯
ＭＣＨＯ（ＭｅａｎＯｏｒＰｕｅｃｕﾕａｒＨｅｍｏｇユｏｂｉｎＯｏｎｃｏｎＵｒａ唾ｏｎ)平均赤皿球

正附値：５２～５６血色素機庇

－１７－

｜”
Ｈ、０

Ｓ、エ

Ｈ･Ｎ

Ｓ・Ｍ

ｒＫ

平均

、．Ｍ

日．０

９．Ｍ

Ｘ･班

Ｓ、豆

平均

4６

4６

5２

5３

5３

４８

５２

５８

５１

４５

Ｍ

〃

１４．３

１１．０

1２．５

１１．２

1３．２

１１．８

１２．９

１４‘４

1４．２

１１．６

1５．０

１５．６

４４５

４０１

３９７

3９５

4１４

4２０

4４８

４４０

4２３

４６７

３６５

４０３

４５．０

５３．０

４５．０

３８．０

36.0

５Z５

３ＲＯ

44.0

４５．０

sＺＯ

４６．０

４２．２

0．９６

0.95

0９７

0．７８

1.0

0．９４

1.0

1.1

1,1

6．８１

0．９２

0．９８

９６

9１

１１２

8５

9０

９５

９９

１０６

'1０７

8５

１０４

１００

４４

５０

４９

３４

５６

５７

８８

５６

４６

１９

９２

６０

正 附

正色性正球注

正常

正色性大球住

正端

正 附

低色住小球性

正色性大琢性

31.8

３５．４

2ス８

29k４

3６．７

５１．６

３５．１

5２７

３１．６

31.4

2８．５

３１‘４

lｖａｍｅ

、、Ｍ

Ｍ、Ⅲ

ロ．Ⅲ

ＴＨ
■

Ｒ、Ⅳ

、、８

、－Ｎ

ｒＳ

Ｈ･Ｘ

、、０

Ａｇｅ

２５

3５

３７

３８

3９

4０

4２

4３

4４

4５

Ｓｅ茎

刃

〃

〃

;i鰯リ
１１．４

１２．６

1１．６

１０．０

１０．５

１２．０

１１，４

１１．２

１３．５

１２．４

;群

5４０

４６７

３８７

５９６

３６８

３８５

４２０

５８０

３７０

４０９

ﾖも(詞

３６．５

５２０

５６．０

３３．０

３１．０

３ＲＯ

3２．０

3ス０

４５．０

４０．０

1.1

0．８４

0．９４

０７９

0８８

0．９８

0.85

0‘９２

１．１

0９５

溌八
１０７

8４

９５

８５

8４

1０２

7６

9７

1２１

9８

争
室唾

４８

７６

１１１

４４

６２

４４

５６

９２

４４

８０

分類

反色性大球性

正沸

正色性正球性

低色性小球性

胆色性正球性

正色性大球性

正色性小球性

IE色性大球性

正色性大測

正常

l注

翌Ｃ豆０

５１．２

3２３

３２．２

３０．５

３３．２

３０．８

３５．６

３０．３

5０．０

３１．０

4５ １０．８ 3４７ ５５．０ 0．９７ １０１ ３４ 正色性大球性 3０９



3 ロ

Ｐ

７

ｉ

９

〃'

〃

１

ｒ，Ⅳ 〃

●
‐
●

ｒ
Ｉ

〃

』〃

肉
●〃

１ ４

波－４鉄剤（フ悪ｒ'クラ）に対する反応

０

〃。

陽〃

〃

６
〃

１

錫〃

〃

必'

固
い ７

ｚＪ

－１８－

｜唾.Ｎ
ＸＳ

■

Ｈ・Ｙ

、０

ＴＴ

Ｈ、０

日。．［

Ｈ・Ｎ

ＳＭ

ロ．Ｋ

平均

ＴＭ
●

ＢＯ
●

ＳＭ
●

ＸＭ

ＳＫ
Ｇ

平均

4３

4４

4５

４５

4６

4６

５２

5３

５３

4８

５２

５８

５１

４３

Ｍ

1１．２

1３５

１２．４

１０．８

１４５

1１．０

１２５

１１．２

１５．２

１１．８

1２．９

1４．４

1４．２

1１．６

１３．０

13.５

１１

８

２

６

５

４３

５

-.3-....．‐．

2４

1２．８

１４‘５

1４．５

1０．７

1４．８

1３．７

1２．７

1２．０

1３．９

1２．８

1３．９

1ス０

1５．９

1１，２

1４．９

1４．６

１６

９

２７

１９

５

１２

１５

1４

７

－－■ニー●

２

8.6

十

十

十

＋

十

Ｎａｍｅ

Ｔ，Ｍ

Ｍ･Ｍ

ＵＮ
●

Ｔ，Ｍ

Ｒ･Ｎ

ＴＳ
●

Ａｇｅ

２５

5５

3７

5８

5９

4０

Ｓｅｘ

Ⅱ

〃

鉄剤投与前

Ｈｂ

１１．４

1２．６

1１．６

1０．０

1０．５

１２．０

Ｒｅもｴclno吋七ｓ

８

３

４

鉄剤投与後５日目

Ｈｂ

1２．５

１２．３

１１．６

１１．０

１１‘４

1４．３

Ｒｅｔ

６

1４

２０

１５

２０

反応性

｡i－

十

＋

＋

4２ １１．４ ５． 1３．０ １４ ＋
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「沖縄県八重山郡西表島及び，石垣市
●

に於けるオーストラリア抗原・抗体_Ｉ

１ ． 緒 言

ＢﾕumbGrg（’９６４）’）が，抗β一

リポブロテインの研究中に，伽回輸血を愛け

た血友病患者の血消中にオーストラリア原住

民の血清との間に反応ナる抗原を発見し，オ

ーストラリア抗原（以下，Ａｕ抗原）と偽づ

けた。その後あらゆる角度からＡｕ抗原の研

究がなされ，ウイルスi生肝炎との関係がＢコー

ｕｍｂｏｒｇ（１９６７）２)にkり，Ｐｒｉｎ－

ｃｅ（１９６８）３)によりＢＨ抗原の名で，

Ｇｏｃｋｅら（１９６９）４)によりｈｅｐａ－

唾ｃａｎ七ユｇｅｎの名で報告された。定た

大河内ら（１９６８）５）も独立した研究で

ＡＵ抗原を発見し，Ａｕ抗原陽性の血液を輸血

すると商率に血珊肝炎が起ることを報告して

いる。

Ａｕ抗原のウイルス性についての論議が礁ん

'であり，“抗原が病原ウイルスの核酸が消

失したｅｍＰ℃ｙｖｉｒｉｏｎなのか，ウイルス

の増殖副浬吻なのか，あるいはＢユｕｍｂｅｒｇ

の云うエｃｒｏｎなのか，未だはっきりしてい

な(へ。

ウイルメ|生肝炎のうちの血7W肝炎と叫漉

の研究が進t戸方で，Ｄｅユｐｒｅ芯ｅら（，

９７０）６）が流行性肝炎患者上り新しい抗

服（ｍｐｊ.ｄ③ｍ:Ｌｃ－ｈｏｐ“ｉｃｊ､Ｂ－ａｇ臼｡ー

ｃｊＬａ芯Ｇｄａｎ･じ１９０，，m‘ＨＡＡ）を
発見した。．．更に，ｒｅｒｒユＢら（

１９７０）７）は滋阻中J:ｂＡｕ抗原と典を

-－２０－

九州大学医学部熱帯医学研究会

定村章二､稲葉頚一、隈博政

る抗原（Ｆａｏｃａユ抗原）を発見した。

２．険迩対欺

とのj:うにＡｕ抗原や肝炎に関しての研究

がめさ黄しく進んでいる状況の中で，我を九

大熱医研の「Ａｕグループ」はR祷三に引きつ

づき，沖繍映八並山郡西表島に於いてＡｕ抗

原の調迩を行なった。輸血後肝炎防止として

島民の為になると考え」昨年は総合触診のス

クリーニングテストの一つに採用した８）

すると，ＳｉｎｇユＢＲａ“ａユエｍｍｕｎｏ－

ｄｉ華ユｇｉｏｎ（ｓＲｴＤ)法で4.1筋と一般（

１筋前後）に比し４倍も高率であった。陽性

者は１５家系に集言っており，調査し得た８

家系（後で１家系を加え９家系）のうち４家

系に家族内無桜性がみられた。今年は総合雌

診の形をとらなかったので：１３家系を目標

に，結果的には昨年と同じ９家系（５６名）

について追跡W狂直を行った。

定た石垣市内の'1学６年生７９人（男５９

人，女４０人）について宮良長和先生の御協

力で調迩した。戎た身八重山病院の御協力で

５４名について測査した。

３，検迩方法

“抗原の検査は,昨年との比較の為にｓｉ－

ｎｇユｅＲａｄｊＬａユエＩｎｍＵｎＯｄユ麦奮ＵＢｉＯｎ

法（ｓＲエ、）と，抗肌仙も測れる奥に感度

の随いエｍｍｕｎｅＡｄｈｅｒｅｎｃＧＨｅｍａ－

ｇｇユｕＣｉｎａ七ｉｏＱ法（｣:ＡＨＡ）を用い

て行たった、



“抗体は,抗体価も測定できるＰａｅＢー

ｉＶｅＨｅｍａｇｇﾕＵＣユｎａｔｉｏｎ法（ＰＨＡ）

を用いて行なった。

なお，検燕に際し，九大一内科インフルエ

ンザ研究室及び国立東京掴センターに協力し

ていただいた。

4．成績

１）西表島９家族５６名中“抗原はエＡＨＡ

法で１７名（５０．４冊）に鵬陛であり，ＥｌＲ

ｍ法で１４名（２５．０飴）に陽性であった。

Au抗体は理法で14名（25.0％）に陽性

であった｡“抗原･抗体両方に陽性であZ渚tjWjﾊ、

２）石垣市内の小学６年生７９人中３名（５．

４妬）に陽性であった。

ろ）八重山病院の各種疾患の患者２４名中１

名（４．２冊）に賜性であった。肝疾朋ではた

い５オ児であった。

５，考察

１）９家系についてのAu抗原陽性について

の推移を示すと図１～図８の如くである。１

９７０年の検索は，トキソブラズマについて

謂べた血清の残りを用いて小児科の植田先生

がなされていたものである。（ＳＲエＤ法）

ＳＲエＤ法に於ける１９７１年と１９７２

年のAu抗原に関す為比較をしてみると（図

４）３名（５６冊）に陰性化がみられた。と

の３名について鯛べてみると，図５に示すよ

うに,“抗臓が陰性化して“抗体が陽性と

たった者，Ａｕ抗原がエＡ法では陽性であり

ｓＲエＤ法では’検出されたい位に“芯Ｂｒが

下った者，お‘こびＡｕ抗原，抗体ともに陰性

であぁ者，と三者三様であった。

凶6.ス８．で1:|｣為J:うに，Ａｕ抗肌の陽|生者

はＯｈユユｄｒｅｎｇｅｎｅｒａ室ｏｎに殆んど集

甲しており，男女比が約２：１である、

これに比し，図９に示すように,虹抗体は

ｃｈユュｕｒｅｎｇｅＪｌｅｒａ･Ｃｊ.ｏｎとｐａｒ－

ｅｎ七ｓｇｓｎｅｒａＣｉｏｎに陽性者がいて，

男女差も左いようでああ。

この点はとても興味深いところである。

図１０にＡｕ抗原の越芯ｓｒ（エAHA）を

示したが，ｓＲｍ法と比較してみると，エ

ＡＨＡ法の℃i℃ｅｒが５１２のときｓＲエ

Ｄ法で陽|生となったり陰性となったりしてお

り，との値（５１２）がＳＲエＤ法に於ける

検出可能なｂｏｒｄｅｒであろうと思われる。

“抗原の七土もｅｊｒは４０９６と高い値を

示す者が殆んどである。

Ａｕ抗体の右ユでｅｒはいろいろな値を示し

ているロ

６ . 総 括

辿抗原についてやはり闘率に象族内築概

性がみられたこと，Ａｕ抗原の陰性化に伴っ

て“抗体陽性例があったこと，皿抗原の

”七ｅｒが変動すること，“抗原は了ｏＵ－

ｎｇｇｅ塊ｅｒａ℃１.ｏｎに陽性者が集中し，男

女比が２：１であるとと，“抗体はｐａｒ－

ｓｎ七ｓｇｅｎｅｒａじｉｏｎにも陽性者が多く

男女差がないこと。などが今回の洲査で判っ

た。また，ＳＲエＤ法はエＡＨＡ法の℃土cer

５１２が限界であろう。

Zあとがき

稲葉氏が突然全身倦怠感，黄痕で血消肝炎

とたり，塊在一内科に入院してい富丸彼は

採皿に際し，傷があった覚えも表いので，今

さらながらＡｕ抗脱の経皮，経口感染もあり

うるととを思い知りされ，他の熱研部員－何

も明日は挑封かと不宏をIuXじていま九

とは言っても，銭してあの美しい西表の魅

力がそこなわれることはあり茜･せんロ

－２ １－



診療I伽蛎を通じて，豊年祭を通じて，美し

い砂浜・アダンの群生。カンピーレの滝，日

本唯一のジャングル。暖かい島の人たちを知

ることができたことを非常に嬉しく思い，今

回の沖細診療・学術獣蜜団派世に際して各方

面から御援助を頂いたことを紙面を借りて御ｊ

礼申し上げ畜九

特に牧角教授には同窓会の一帳換期にも拘

らず‘惜しみ永い後助をお世話して頂き，あり

がとう御座居ました。

戎た，田代友紀先生をはじめ福岡ライオン

ズ・クラブの方々の暖かい御支援に対して深

く感謝致し在夫

「Ａｕ，グループ?_Iに対して出発前の準備

調査結果の検討に御協力して頂いた，九大温

研気候内科教授加地正郎先生・九大一内科イ

ンフルエンザ教室の方々に御礼申し上げ窟す

（隈）

－－２２－
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図４Au-Ag陽性者の推移（ｓＲエＤ）

′７１（＋）→′７２（＋）

(-1-）→、ノ
／、

(－）→〈＋）

（・-）→（一）

図５Ａｕ三ｋｇが陰性化したる程

（エＡ）

1）宣○正（~）９オ３（一）

１１名（２０．４冊）

３（５‘６）

２（３，７）

３８（７０．４）

（ＰＨＡ）
（１６）

2）洲○由○５オ早（１２８）（－）

3）前○末○５８オ８（－）（－）

－２６霊一
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オ ー ス ト ラ リ ア 抗 原 の調査によせて

稲葉頒一

は，虚脱状態，十級キロの道を，自娠車で帰

り，遠沈して血柵を分離して冷賊庫へ，ほう

り込んで何をする気もたく，寝込んでしまい

室した。帰る前日，中野から朝わざわざ診療

所寅で来てくれた二人を見た時救われた気が

しました。そういうわけで予定者の８削程し

か採血出来ませんでしたが，データとしては

ほぼ満足すべき結果を得られたと思っていま

式，辛い事もありましたが反面，道を税が物

顔に歩くうづら浦内川にポツリと浮ぶ白サ

ギ，何度聞いてもすぐ名前を忘れてしをう真

赤な南からの渡り鳥，野篇など都会では全く

失われた自然がまだ生きている事を，トポト

ボと独り歩きたがら感じる恥が出来たのは蝋

しい事でした。

ととうするうちに，諸たたく間に十日過ぎ

てし古って職初から苦労を共にした谷口，岡

村，吉利５君を残して，童ととに心苦しかっ

たのですが血清を述ぷ為に，先に帰り篭した胴

今年の以は全くひどい目に会い誉した。オ

ーストラリア抗原については，定村先生と，

隈君がやってくれるものと安心しきって，先

発でほいほい脳かけたのは良かったのですが

，台風がドカン，不隊来れず，倉恒団長の「

万策つきました」との電蒲で，仕馴は全部先

発４人とスレスレで間に合った吉村先生，森

旧嬢の６人で引受けざるを得なくなり，「ナ

マケ者Llを自認する小生も，一人で，採血さ

せられる邸にたり講した。今年は収稚期と重

った為，診療所に，採血予定の人々が』集室

らず，トコトコ歩いたり，自転車で，出かけ

て雨に降られたり，隣部落の干立ならば我だ

しも住吉，中野はては船浦，上原まで出かけ

て，帰りの足の重たかった事，採血がうまく

行かず採血器が足り厳くなって，陽性者を目

前にしたがら，涙を飲んで引き返した事もあ

りをした。まして，オーストラリア抗原陽性

が伝染性が強くたいだけに，採血理由を理解

してもらう醜にと'は左はだ悶難で，谷口君に

も手伝ってもらって長い間脱明してやっと承

諾を得た頃には，陽が落ちて，跡暗い豆砺球

の下で』採血した時宏どは，終ってしばらく

！
Ｉ

災製製製畿劉蜘致設製劉

－３２－



行動

台風７号・９号のため，計画日程が大きく

変更された。以下，簡単に説明する。

７月１２日先発隊（谷口，稲築，岡林

吉利）博多出発

７月１６日先発隊西表島に到着，２２

日からの活動のために準術開娩

７月１７日吉村剛団長》森田検査技師’

博多出発□

７月１８日倉恒団長他１０名，本隊，博

多出鍋とうきょう丸欠航のため，鹿児周

にて待機｡

７月２１日吉村，守田，西表到混

７月２２日吉村他５名で活動開始ｂ倉恒

装備

Ｉ）器具

今回のテーマが，Ａｕ抗原・貧血・寄生虫

,倹迩が主であり，診縦は'|､規換だったので，

診療器具は昨年に比べて少くした。

器具は以下の所から借用した｡

皿液検迩器具等（オー内科・中検），計算

盤。時計皿（オニ生理），分光光唆計，スタ

ピライザー，水流ポンプ（生化学），テスタ

ー（オー生理），遠沈器，てんびん（法医学

），外科器具（'1劉央材料部），耳鼻科用器具

（耳鼻科），心･liIi図セット（柵.ヨエレクト）

皿圧計・

寄生虫検査藷具（寄生虫学教室）からであつ

記 録

団長以下１０名は西表島行きを断念，福岡

へ帰る。福重先生は，単独にて板付より出

発

７月２８日天候回復を待って古野他学生

５名，調査完遂のため博多出発。西表に精

通した福島先錐に細り参加していただく。

７月２９日補重先生，吉村剛団長，守田

と交代すべく西表到潰

８月１日診療関係の仕事を終える。福童

先生，西表島を去る。古野他学生５名西表‘

到識

８月４日調恋活動を終わる。

８月５日全員，西表に別れを告げるｏ

８月１１日無事，帰福。

報 告

た。試験管やスライドグラスは，前回の残り

が，大部分あったのでそれを使った。

１１）薬品

消耗齢，試薬は，一内科，整形外科爵一外

科より借用した。医薬品は，賛助会員を始め

とする各メーカーよ，寄付をうけた。

Ⅲ ） 反 省

今回は，とりかかりが迦かつたために，則

日に追われて，忙しく，充分な準伽ができた

かどうかわからなかったが，終えてみると，

充分な上うであった。診砿釜具が少くてよか

－３３－



水流ポンプ ６

チトラート（血沈〕

トラップ液

＜寄生虫検迩＞

遠沈器

＜血液検証f＞

２

メランジユール（Ｒ）

（ｗ）

(Ｈｂ）

計算盤 ２

〃用 カ パ ーグラヌ ７

恥用毛細管

スピッック今ラス ３０Ｃ

ユマコ･メピペツト ４５０

スクリューバイエル １００［

(cap）’１０００〃』

＜心髄図関係＞
試験笹

時計皿

〃 立て １１０

ったが，全部でダンポールに１８１mになったｃ

今年から，税関で検査がないので，非鮒に楽

であった。台風の為，診療計画が狂い，霜護

帰さんが行けなかったので，用意した装備品

も充分活用できなかったが，大禍はたかつた

よう燈坂本先生が，軽島されたので，残っ

た薬剤を世く所がたくたり：焼却した。

アルコールランプ

§

－５４－

て ん び ん Ｆ
１

[分光光庇計 ２

ス タ ピ ラ イ ザ ー ２

真空ポンプ. 1式

テルモ爽空採血器 ７００

メランジユール（Ｒ）

（ｗ）

（Hb）

計 算盤２

〃用カパーグラス７

Ｈｔ用毛細管

スピツツグラス ３００

ユマコ･メビペツト ４５０

スクリューバイエル１０００

〃（cap）１０００

試験笹

〃 立て１０

水流ポンプ３

遠沈器２

てんびん

分光光度計２

スタピライザー２

真空ポンプ１式

時計皿３

アルコールランプ ２

ＨＣ早見表

メスシリンダー

テルモ爽空採血器７００

辺ａｒｑｅｔｅｓｔじｕｂｅ ４５

１パﾗﾌｨﾙ△
４００

２

恥早見表

メスシリンタ．－

バ ラ フ ィ ノ レ ム

四ａｒｑｅｔｅＳｔじｕｂｅ ４５

４００

品 目

心電図計

心電図用記録紙

ゼリー

コード

数

１セット

品目

顕微鏡

反射鏡

禰球（予伽）

油心オイル

検便用カプブ

スライトﾟグラス

拭験管

（テ

高層塗沫用セロフアン

ロ紙

解剖用諦

数

５
２
２
１
０
０
０
１
２

５０

６０

１０

品目 数



＜診療用器具＞＜診疲用器具＞

Ｉ

’

＜その他＞

－５５－

２

p,

一輪

品 目

ピンセット小（有鈎）

手洗ﾌ゙ ラシ

洗面器

(慧鈎）

ピンセット立て大

スバーテル立て

農 盆

ﾄーレー

豆型ケツテル

小

ネラトンカテーテル

気管カニユーレ

翼状針２１

２５

２７

注射器２０ｃｃ

縫合糸と針

５０ｃｃ

激

６
５
２
２
１
１
１
４
６
１
５
５
５
５
１
５
３
一

｜
(1)内科

血堕計．
■

p"、昌／マー

眼底鈍

露血帯

膿 盆

耳鼻科用器具

膝状ピンセット

舌圧子

喉頭鏡

耳鏡

デイスポ

〃針

尿カップ

(2)外科

縫合セット

抜糸セット

気管･鰯ｊ|リセット

専尿セット

点滴セット

敬 布 中

小

ゴム手７号

ハサミ

５号

ピンセット大

数

ｌ

ｌ

ｌ

５
３
２
９
４

式
２
２
２
３
０
０
０
０
２
２
１
２
５
５
５
５
２
０

０
０
０
０

１

３
２
５
２

品Ｈ

テスター

乾燥器

解剖ﾊﾘ具

手袋

シヤレー

Ｐａ』.ユｅ:』ａｌｌ】Ｇ基

数



－５６－

＜薬，鼎＞

品 目

(1)抗生物孤

アセ チルスピラマイシン

アイロタイシン、

ケミセチン穎粒

ロンドマイシン

ウロピオチツク

(2)ｖｊＬｔａｍｉｎｅ

アリナミン刃

ボポンＳ
ｋｄ

シヅ･－ル
財

ノィビタ

ノイロピタン頚粒

コパアイド

(3)抗寄生虫蕊～一

ポキール

アルコバール

(4)抗アレルギー案

ネオレスタミ ン

メトロンコーワ棚衣錠

(5)呼吸器系

オラドール

コフカット

メジコンＳ

メジヘラＤ

アロテツク

(6)解熱・鎖痛鎖厘薬

ポンタール

製造社名

酵
酵

丹

発
溌
沢
棚
Ⅲ
鵜
沢
発
共
和
田
仁
義
本
辺
共

和
野
〃
野
〃
〃
和
〃
下
野
日

協
塩
藤
台
武
塩
藤
協
三
典
武
森
塩
大
出
三

数

１８０ｍ

２１×４０

１５Ｃ”×２００

１００ｃａｐ

２５卿"×５００Ｔ

４００Ｔ

９０ｍ

５００ｒ

ｌＯＯＴ

５禰"×１５

２００m

２００１１

５０国

１２０Ｔ

２４△

５ｃｃ×３

３０

２００ｃａｐ



－３７－

ＡＩＩ 目

ペレルガル

アスピリン

バイェルアスピリン

セデス

フ･スコバン

バフγリン

小児用パフアリン

ポード

ドラマシン

(7)消化錐

クフマツク 、

サラリン

オロナイン完腸

アロベル

ブロパルサイン

プルセニド

ブリンベラン

フエルダー ゼ

（８）眼科用

マイテイア

ヵ′ｌノン

ァクロマイシン油性点眼

ミドリン

サンテゾーン

ペノキシール

サンピロン

テラマイシン眼炊

（９）皮膚科用

レグマイシン軟

フラジオマイシン軟

製造仕柚

丹

共
化
錐
辺
有
仁
不
冊
壌
本
共
沢
田

天
棚
田
化

〃
野
〃
下
日
〃
日
″
〃
〃
〃
〃
〃

三
日
塩
田
風
森
大
小
大
大
三
藤
武
参
武
日

台

数

５０Ｔ

５００Ｔ

４ＵＯ田

0.5′×９

１２０ｍ

２ＤＯＴ

５０ｍ

１０流'×１２０Ａ

１４４Ｔ

ｌＯＯｏａｐ

１００

201×20＋１０１×２０

２５０Ｔ

８０Ｔ

５０Ｔ

１００Ｔ

１００Ｔ

５塊'×１６

５宛'×１０

５魂'×１２０

５'ｌｚ８×２０

５加８×１０

５．５１×４０

５′×６

４００'



画

占

■

■

鼎

９

＜消耗齢＞

＜体制ら

r

－３８－

目

キシロール

ヨーチン

マーキュロ．

アルコーノレ

塩鰯２

ハイアミン

生食水

オキシト′－.ル

クレプール

注射用蒸溜水

ユートクバン

ギブス包帯（２裂）

数

×１

５００ｕ×１０

１
２
２
“
‐
１
５
巻

×
×
×
×
×
×
５

品目

ホルマリン

メタノール

数

500cｑｘ３

><２

目

フルコート軟

バラマイシン軟

オロナイン軟

ﾄﾞﾚﾆソﾝＱ

オィラゾン，

テラコートリル歌

〃スフ‘１／一

⑩小児科用

ピブラマイシ ン

(Ⅱ）その他

ハイ ボン

〃シロツフ

パランス

安ナカ

フ銀口グラデイメイト

アブレゾリン

ノリトレン

リ ン デ ロ ン

ペングリチ ル カ プ セ ル

イルガビリ ン ソ フ ト

、 製造社名

辺
野
塚
本
沢
糖
糖
辺
・
内
野
田
本
義
沢

３
〃
〃
之
〃
日
畷
〃

田
小
大
大
藤
台
台
田
山
小
武
大
塩
藤

数

５′×２０

４０'

２００１

３′×２０

5′×２０÷３１×1０

５

１０

１０秘'×５

１００Ｔ

５ｃｃ×２０

１２０Ｔ

１ｃｃ×５０

１００

５０

０．５ｃｃ×８

８０

１２０ｍ

品 目

ブドー槌閏
〃１０輔

５筋

ソル謀団－５

数

20ccx1CO

500c･も

５０Ａ×1

500cの＠



熱研自己資金

西日本民生班業団

ライオンズクラブ・

九大同窓会

賛助会費

自 己 負 担 余

＜試錐＞

８０．０

００．０

００．０

００．０

２１．０

５４．０

Ｊ
ｊ

１

２

２ 〆
Ｉ

２

Ｉ
Ｚ

２

会 計 報 告

① 収 入 の 部

０
８
１
９
４
３
０

１

６
２
１

謁迩災

装伽・準備費

交辿災

連絡迎般通信股

滞在没

事務用品費

報告叫‘作成撒

腰０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

２
２
２
３
３

－５９－

計 １．５５５．０００円

②支 出 の 部

③収支決算

０
７
７
０
１
４
０

●Ｏ
Ｘ
ｄ
＆
６
４
０

円０
０
０
Ｕ
Ｏ
０
０

０
２
４
６
８
８
０

７６．８２０門

計 １．２７８．１８０円

1斗

口1コ 目

ハイエム液

チユルク液

ギムザ原液

メテレンブルー

ラブスティクス

数

２００枚

品目

油 紙

脱脂綿

巻imi柵ろ製

4裂

下あて

テーブバン紙

布

角綿

さらし木綿

ガーゼ．

ソフラチニールガーゼ

数

１箱

500'×２

６

１２

1反

４００



琉球民政府

琉球政府厚生局

沖細医師会

琉球海運

琉球新報社

福岡市

福岡６地区ロータリラ'ラブ

福岡ライオンズクラブ

九州蝿力

日本コカコーラ

北 陸 製蕊

大日本製薬

エ－ザイ

中外製薬

武田 薬品

森 下 製薬

三共製薬

塩雌装製莱

大坂 製薬

烏居製薬

日本新薬

薬11,'，卸間膿組合

画4－．－肖

泉 扉田辺

吉 富 製薬

久光製蕊

協賛諸機関団体

九大医学部同窓会

八並山地 方庁

八堕山保 仙所

八重山病院

八Ｚ１ｒ山医師会

竹富町

九州松下電器

パイロット万年鋪

稲畑産業

久保田商蛎

西日本鉄道

雲沢

フ 言 。 キ ラ

山之内製梁

ミドリ十字

オ－製 薬

杏林製 薬

日 本 化薬

扶桑蕊品

パークデーピス三共

田辺製 蕊

森下仁丹ＫＫ

樗岡高校同窓会

ライオンハブラシ

万有製 莱

興和新 薬

－４０－

博多港遠

プIJR同掻会沖維調j(九大会）

福 岡県

i宮日本新聞民生事業団

西 部 ガ ス

西日本相互銀行

福 岡 般 行

日 清 食 品

泰明堂

富 山 化 学

森田鰐科器具店

冨士フイルム

サクラフイルム

明治製菓薬品堂

チパガイキ

協和 発藤

台糖フプイザー

日本シエーリング

森氷乳業

禍岡医科器械組合

福田エレクトロニクス

参天 製薬

雛）印乳梁＝’

'1，野薬品



『

九 州大学医学部

熱帯医学 研究会会則

１．名称本会は九州大学医学部熱帯医学研究会と称・九

ＴｒｏＰｉｃａユＭｅｄｉ.ｃ土ｎｅＳｏｃ土臼芯ｙｏｆ’Ｋｙ･ＵＢｈｕＵｎｉ・ｖｅｒＢ１もｙ

（略称ＴＭＢ）

1．目的本会は熱帯医学の研究，海外への調査団派遣，各国との学術交流等により医学

の発展に寄与し人類への責献を目的とする。

1．顎業本会の事業は,(1ノ学術調通隊派遣（２）熱帯医学の研究(ゼミ等）とする。

1．会員本会の会員は，正会員及び賛助会員をもって雛成す為。

但し，正会員とは九大医学部学生，九大医学部職員，及び本会の特に認めたも

のをいい賛助会員と１.本会の趣旨に賛同し定期的に会費を支払う者又は団体を

いう。

1．役員本会は，会長１名》顧問若干名をおき学生会員の互遇によ』次の役員を決定す

為任期は１年とする。但し重任は妨げない。

総務１名副総務１名

会計．１名書記 １名

1．委員会本会の委員会は，上記学生役員４名と学生外会員のうち３私をもって柵成す為

学生外会員のうち３名は互選にする。

委員会は，総務が召集し会の運営をはかる。

1．総会本会は年２回の総会をもち，なお総務が必要と認めた鳩合，臨時に総会をもつ

ことができる。

1．会計本会は入会金，会費，その他によって運営され，会訓報告は年度末に行うｃ

会計年度は４月より翌年３月室でとする。

1．本部本会は，九州大学医学部公衆術生学教壷に本部を髄〈。

附則

1．会費本会は，本会連営のために入会金及び会員を徴収する。

正会員入会金２００円

会批（年額）１，２０Ｕ円

賛助会員１口（年額)１０，０００Ｈ

１・施行この会則は，昭和４Ｕ年１ノラ３０日から施行すぁものとする。

－４．１－




